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○第５回久喜市（仮称）本多静六記念 市民の森・緑の公園整備 

検討委員会 

 

１．開会 

 

ただ今から、第５回久喜市（仮称）本多静六記念 市民の森・緑

の公園整備検討委員会を開会させていただきます。 

現在の出席委員は13名でございます。過半数の出席をいただいて

おりますので、久喜市（仮称）本多静六記念 市民の森・緑の公園

整備検討委員会条例第６条第２項の規定に基づき、本日の会議を開

催したいと存じます。 

 申し遅れましたが、私は、本日の司会を務めさせていただきます

公園緑地課長の堀口でございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

本日の資料ですが、会議の「次第」、「第５回検討委員会資

料」、「樹種 参考資料」、「本多静六生誕150年展のご案内」、

以上の４点でございます。 

なお、「第５回検討委員会資料」でございますが、委員の皆様に

お示しさせていただきますのが、会議当日になりましたこと、この

場をお借りいたしまして深くお詫び申し上げます。大変申し訳ござ

いません。 

また、久喜市審議会等の会議の公開に関する条例に基づきまし

て、会議は原則公開とし、傍聴を認めてございます。なお、本日の

傍聴者は０人でございます。 

会議の内容につきましては、事務局で会議録を作成いたしまし

て、市のホームページ等において公開することとしております。 

 そのため、これまでの会議と同様に、録音や、写真撮影につきま

して、あらかじめご了解くださいますようお願いいたします。 

 

２．あいさつ 

 

続きまして、次第の２、「あいさつ」でございます。遠山会長よ

ろしくお願いいたします。 

 

こんにちは、遠山でございます。 

皆様のご尽力によって、この検討委員会もいよいよ終盤に近づい

てまいりました。本日の会議は、公園のレイアウトを検討する最後

の機会となりますので、ご意見を沢山出していただいて、まとめて

いきたいという考えでおります。 

本多静六の名前も、最近では全国区になりつつあるところまでき

ました。今から10年ぐらい前は、菖蒲町の人でさえも本多静六なん
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て知らないという人が少なくないといった状況でした。ところが、

今では、久喜市、あるいは埼玉県、そして関係者の皆様方のいろい

ろな機会における発言、口コミなどによって、非常に広まりつつあ

ります。 

こういう現状ですから、私どもが検討している（仮称）本多静六

記念 市民の森・緑の公園を全国から多くの方が来てくださるよう

な公園にしていきたいと思います。皆様、活発なご意見を発言して

くださるようお願い申し上げまして、あいさつに代えさせていただ

きます。 

 

 ありがとうございました。 

 

３．議事 

 

続きまして、次第の３、「議事」に移らせていただきたいと思い

ます。議事の進行につきましては、遠山会長にお願いしたいと存じ

ます。遠山会長、よろしくお願いいたします。 

 

（１）検討委員会の開催スケジュール（案）の変更 

 

それでは、議事の（１）、「検討委員会の開催スケジュール

（案）の変更」について、事務局より説明をお願いいたします。 

 

公園緑地課の田辺でございます。誠に恐縮ではございますが、着

座にてご説明させていただきます。 

それでは、お手元の「第５回検討委員資料」の２ページをご覧く

ださい。また、これから先、前方のスクリーンにも同じページを映

してまいりますので、スクリーンの方が見やすい方は、そのままご

覧ください。よろしくお願いいたします。 

それでは、（仮称）本多静六記念 市民の森・緑の公園整備検討

委員会の開催スケジュール案でございます。検討委員会につきまし

ては、当初は会議を５回開催いたしまして、基本計画案を取りまと

めることを予定していました。そうして、第１回、第２回の会議を

進めていく中で、多くの委員の方から「市外の大きな公園を見てみ

たい。」、「公園の管理運営の先進的な取り組みを学びたい。」と

いったご意見をいただきましたことから、第３回検討委員会では、

特長の異なる２箇所の公園を視察していただきました。この時点で

検討委員会の開催回数を１回増やし、合計で６回開催することと

なったところでございます。 

そして、前回の第４回検討委員会の会議において、基本計画の原

案を事務局が作成するということでご承認をいただきましたので、

本日は、この基本計画の中で、最も重要となります公園のレイアウ

ト案や、整備スケジュール案を作成いたしましたので、後にご検討

いただきたく存じます。 

そのようなことから、本日の会議の検討結果を踏まえまして、基

本計画の原案をまとめました図書を、次回の会議で委員の皆様にご

確認いただきたいと考えておりますので、本年12月から平成29年１

月までの間に、会議を１回、追加で開催させていただきたいと存じ
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ます。 

そして、平成29年２月、または３月の第７回検討委員会におい

て、基本計画案を市長に答申していただきたいと存じますので、ご

協力くださいますようお願いいたします。 

以上でございます。 

 

ただ今、事務局から説明がありましたように、会議を１回増やす

という提案であります。皆様、これについてご異議はございます

か。無いようでしたら、１回増やすということをご承認いただけま

すか。 

 

（異議なし） 

 

それでは、ご承認いただきましたので、会議を１回追加し、基本

計画案の検討を進めてまいります。 

 

（２）基本計画の検討 

 

次は、議事の（２）、「基本計画の検討」について、事務局より

説明をお願いいたします。 

 

お手元の「第５回検討委員会資料」の４ページをご覧ください。

または、前方のスクリーンをご覧ください。 

この基本理念は、第２回及び第３回検討委員会において、委員の

皆様からいただきましたご意見などを関連する項目ごとにまとめ、

第４回検討委員会で「本公園の計画理念」として提示したものでご

ざいます。今後は、「公園整備の基本理念」として位置づけ、基本

計画案の内容に反映してまいりたいと存じます。 

それでは、前回のおさらいとなりますが、この基本理念を一緒に

確認させていただきたいと存じます。 

１．本多静六博士の公園哲学・理念を取り入れ、具現化する 

２．本多静六博士を体験を通じて知り、その思想が引き継がれる公

園をつくる 

３．久喜市の地域文化を表現した公園をつくる 

４．子どもからお年寄りまで、気軽に楽しむことができる公園をつ

くる 

５．市民との協働による公園・森づくりを行い、何世代にもわた

り、愛される公園をつくる 

６．周辺の公園などと機能を連携させた公園をつくる 

７．公園整備を契機として、まち興しに発展させる 

８．地域の防災に寄与する公園をつくる 

以上、８つの基本理念を基に、基本計画案の検討を進めていただ

きたいと存じます。 

続きまして、５ページをご覧ください。 

こちらの思想も、第４回検討委員会で「本多静六博士の都市公園

における設計思想」として紹介し、ゾーニングを検討する上で根底

に置いたものでございます。 

この公園に必要とされる４つの区、ゾーンであります、「休養
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区」、「教化区」、「運動区」、「逍遙（しょうよう）区」につき

ましても、「公園整備における思想」として位置づけ、基本計画案

の内容に反映してまいりたいと存じます。 

説明は以上でございます。 

 

この本多の公園を造る際の４つの基本的な考え方は、私は哲学な

どと呼んでいますが、この公園の整備に向けた理念です。これにつ

いては、今まで何度となくこの場で議論して、皆様からのご意見も

いただいてきた内容でありますので、ご了解いただけることだと

思っております。 

では、レイアウトの検討に移りたいと思いますが、これからの進

行は、高橋副会長にお願いしたいと思います。 

 

改めまして、高橋でございます。遠山会長からのご指名ですの

で、ここからの会議の進行は、私が務めさせていただきます。 

本日、基本計画の内容を検討する事項は、大小合わせて15項目あ

り、かなりのボリュームがございますので、議事を円滑に進めるこ

とができますよう、皆様のご協力をお願いいたします。 

それでは、議事の基本計画の検討を進めます。はじめに、公園の

「エントランス」と「プロムナード」についてです。事務局より説

明をお願いいたします。 

 

資料の７ページをご覧ください。または、前方のスクリーンをご

覧ください。 

こちらは、第４回検討委員会において、ワークショップを行った

際に、委員の皆様からいただきました主なご意見でございます。こ

れらのご意見のほかにも、様々なご提案などをいただきましたの

で、これからご説明をさせていただきます公園のレイアウト案など

に、できる限り反映させております。 

続きまして、資料の８ページをご覧ください。 

こちらは、公園の大まかな内容を示したレイアウト案でございま

す。これから、このレイアウト案に表示した施設ごとに、施設の概

要や、整備の方針等をご説明いたしますので、このレイアウト案で

位置をご確認いただきながら、説明を聞いていただけると幸いであ

ります。よろしくお願いいたします。 

それでは、資料の９ページをご覧ください。 

はじめに、「エントランス」と「プロムナード」でございます。 

まず、「エントランス」でございますが、入口、玄関などの意味

であります。配置する位置でございますが、公園の東側、それと西

側、南側の計３箇所に設けたいと考えております。また、メインと

する「エントランス」につきましては、市道菖蒲６号線からの人の

出入りが多くなることを想定し、西側に設けたいと考えておりま

す。 

一方、「プロムナード」とは、散歩道や遊歩道という意味でござ

いますが、東側と西側のそれぞれの「エントランス」から、公園の

内部に進んでいくことができる並木道等を整備したいと考えており

ます。 

以上でございます。 
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ただ今、「エントランス」と「プロムナード」につきまして、事

務局より説明がありましたが、何かご意見等はございますか。 

はい、稲葉委員どうぞ。 

 

公園のレイアウトは、皆様で議論してきた意見が反映されている

と思いますが、全体的にそれほど広いスペースがあるわけではない

と思います。 

公園のサイズ的なものを知りたいのですが、例えば、敷地の東西

が何メートルぐらいあるのか、あるいは公園の中をゆっくり歩いた

場合、どれぐらいの距離を散策できるかなどを教えてください。 

 

ただ今のご質問について、事務局より説明をお願いいたします。 

 

公園全体を歩いて回れるように園路を配置しておりますが、一周

約1,100メートルの長さを確保しています。 

 

この計画地は細長い形状ですが、比較的長い園路を確保できると

思います。 

 

久喜菖蒲公園と比べると、計画地の園路は短いのでしょうか。 

 

公園全体の規模は小さくなります。具体的に園路で比較いたしま

すと、久喜菖蒲公園の池周りのコースが、約2.5キロメートルであ

るのに対して、この公園の園路は約1.1キロメートルとなっており

ます。 

 

「エントランス」とつながる「プロムナード」は、街路樹のよう

な並木を植えることを考えていますか。 

 

現時点におきましては、「プロムナード」の両脇に樹木を植えて

いきたいと考えています。樹種等の詳細につきましては、この基本

計画をまとめました後に、設計等を進める中で改めて検討してまい

りたいと存じます。 

 

この公園の場合は、本多静六の名前を冠する公園でありますか

ら、西洋文化に触れてきた本多の特長を活かし、洋風の薫りのする

ような木を植えて、文化的な匂いのするような道路にしたらどうで

しょうか。「エントランス」でもあり、ファーストインプレッショ

ンを与える所ですから、なるべく印象の良い並木道を造ったらどう

ですかということを提案します。 

 

非常に建設的なご意見をありがとうございます。ほかにございま

せんか。この会議の最後にも、全体を通じた質問等の時間を設けま

すので、よろしければ次に移らせていただきます。次は、「駐車

場」についてです。事務局より説明をお願いいたします。 

 

それでは、資料の10ページをご覧ください。 

続きまして、「駐車場」でございます。「駐車場」につきまして
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は、東側と西側の「エントランス」付近に、それぞれ１箇所、ごみ

処理施設拡張予定区域付近に１箇所、合計で３箇所に設けたいと考

えております。 

また、メインとする「駐車場」につきましては、公園にお越しに

なる方の交通手段が、自動車が中心になることなどを想定し、西側

のメインの「エントランス」付近に設けまして、自家用車のほか、

大型バスが駐車できるスペースを確保したいと考えております。 

なお、これら計３箇所の「駐車場」における駐車可能台数でござ

いますが、国土交通省が昭和41年から行っている「都市公園利用実

態調査」の結果のうち、最新である平成26年度の調査結果を基に、

駐車場の需要予測を行いましたところ、140台程度の駐車スペース

を確保することが理想的であることが分かりました。 

そのようなことから、公園内でイベントなどを開催することを想

定いたしまして、自家用車で200台以上、そのほか、大型バスの駐

車スペースを10台程度確保したいと考えております。 

以上でございます。 

 

ただ今、「駐車場」について、事務局より説明がありましたが、

ご質問等がありましたらよろしくお願いします。細田委員どうぞ。 

 

駐車場を３箇所に設ける計画となっておりますが、西側のエント

ランス付近のメインの「駐車場」に、全体の施設配置図を設置する

のでしょうか。といいますのも、来園者が自家用車で訪れた際に、

メインの「駐車場」が満車で道路上に駐車の列ができないよう、ほ

かの駐車場に効率良く案内できる表示が必要であると思います。 

 

ただ今のご提案について、事務局より回答をお願いします。 

 

公園内の各施設の位置等を表示した案内看板でございますが、

「駐車場」付近をはじめ、園内の複数の箇所に設ける必要があるも

のと考えております。設置する位置や看板の構造などにつきまして

は、設計等を行っていく際に、詳細な検討を進めてまいりたいと存

じます。 

 

具体的にはまだ決まっていないが、案内看板を設置する方向で検

討するということですね。よろしいですかね。ほかにございます

か。はい、亀井委員どうぞ。 

 

公園のレイアウト案を拝見しますと、「駐車場」が白に着色され

ていますが、資料のイメージ写真では、樹木や芝生が植栽されてい

ます。これは、「駐車場」内に樹木や芝生が植栽されるということ

でよろしいのでしょうか。 

 

ただ今のご質問について、事務局より説明をお願いいたします。 

 

資料の各ページに、様々な写真を掲載してございますが、これら

は、あくまでもイメージということでご理解いただければと思いま

す。 
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「駐車場」の具体的なレイアウトにつきましても、この基本計画

をまとめました後に、詳細な検討をしていくことを予定しておりま

すので、ご理解いただければと存じます。 

 

ほかに、ご質問等はありますか。無ければ、次は、「健康園路」

について、事務局より説明をお願いいたします。 

 

資料の11ページをご覧ください。 

続きまして、「健康園路」でございます。「健康園路」につきま

しては、公園全体を一周できるように整備いたしまして、ウォーキ

ングやジョギングなどにも適した構造にしたいと考えております。 

また、「健康園路」に沿って、利用者の皆様が休憩したり、語ら

える場を創出するため、四阿（あずまや）やベンチを可能な限り配

置し、さらには、利用者のためのトイレを、必要数、設置してまい

りたいと考えております。 

以上でございます。 

 

ただ今、「健康園路」について、事務局より説明がありました

が、これに関しましてご質問等はございますか。田中委員どうぞ。 

 

この「健康園路」の幅員はどのくらいになるのでしょうか。園路

では、ウォーキングをする方、ジョギングをする方がいらっしゃる

と想定できますので、お互いが重ならないように分けてもらいたい

と思いますがいかがでしょうか。 

 

ただ今のご提案等について、事務局より回答をお願いします。 

 

「健康園路」の幅員につきましては、具体的に何メートルという

ところまでは検討できておりません。具体的な幅員や構造につきま

しては、これから設計等を進める関係もございますので、その中で

検討してまいりたいと存じます。 

そのような状況ではございますが、ご提案いただきましたよう

に、園路ではウォーキングをする方、ジョギングをする方、さらに

は車いすを使用して散策する方もいらっしゃいますので、そういっ

た方々へ配慮することなどを総合的に勘案いたしまして、全ての方

が安心して、この園路を利用できますように検討を進めてまいりた

いと考えております。 

 

はい、その件に関して、私からもよろしいでしょうか。園路内に

は、自転車が中に入れる計画でしょうか。久喜菖蒲公園では、自転

車の乗り入れが可能です。自転車が歩道を走ったりと、相当危険な

場合もあるようですが、自転車レーンは一応分けて設置されていま

すね。 

 

これまでの検討委員会におきましても、自転車が通行できる専用

のレーンを公園内に設けてはどうかというご意見をいただいており

ます。このご意見につきましても、十分に検討させていただいたと

ころですが、この公園の面積は全体で約11ヘクタールでございます
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事務局(田上部長) 

 

 

 

ので、自転車の走行に適した長い距離を確保した専用のレーンを設

置することは難しいと考えています。 

また、この公園の集客の中心となるのは、委員の皆様からもご意

見をいただいておりますとおり、子どもや家族連れになると思いま

す。視点を変えますと、子どもや家族連れに来ていただくことを目

指し、また目標にしていかなければならないと考えております。 

こうした中、埼玉県内では、自転車の愛好家が増加傾向にありま

すので、公園内に自転車の専用のレーンを設けますと、多くの愛好

家がご利用になることが想定できます。また、多くの愛好家が乗ら

れている自転車の中には、かなりのスピードが出るものもございま

すので、公園内で遊ぶ子どもなどと接触してしまうということが危

惧されます。 

このような大きな課題もございますことから、自転車の専用の

レーンを設置することは、現時点では難しいと考えておりますが、

別の視点からも検討をしてみたいと考えております。 

 

公園内で自転車に乗ることは、相当な注意が必要ですので、慎重

に考えていただければありがたいと思っております。ほかにご質問

等はございますか。田村委員どうぞ。 

 

公園の南側に接する既存の道路についてですが、幅員が狭く、乗

用車がやっとすれ違いができるぐらいの広さです。この道路は、こ

のままの状態なのか、あるいはこれをもうちょっと拡張するのか、

私の考えとしてはもうちょっと拡張してもらって、もう少しスムー

ズに通れるような道路になればいいなという考えを持っています。 

もうひとつ、ごみ処理施設への搬入車が通行する道路は、西側か

らも入れるように造るのか、あるいは東側からだけなのか、その辺

りの説明をいただけますでしょうか。よろしくお願いいたします。 

 

はい、外周道路の拡幅とごみ処理車の搬入路について、事務局よ

り説明をお願いします。 

 

まず、住宅地に接している公園の南西側の道路の関係でございま

すが、中央部に、「南エントランス」を設けますので、このエント

ランスを整備する際には、周辺道路の改修も必要になるものと考え

ております。しかしながら、現段階では、全体の道路の改修につい

て、具体的な検討はできていない状況でございますので、今後にお

いて地域の皆様と協議をさせていただきながら検討してまいりたい

と考えております。 

また、ごみ処理施設への車輌の搬入路につきましても、まだ正式

な位置等が決まっていない状況にあるため、公園のレイアウト案に

は搬入路を反映させずに作成させていただきましたので、ご理解を

賜りたいと存じます。 

 

建設部長の田上です。本日ご検討いただく公園のレイアウトにも

大きく影響してくる、ごみ処理施設の検討委員会の進捗状況でござ

いますけれど、こちらの検討委員会のように、基本的にどういうレ

イアウトで整備をしていくかという検討ではなく、久喜市全体のご
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議長(高橋副会長) 

 

み処理をどのようにしていったら良いのかという、ごみ処理基本計

画をつくるための検討を進めているところでございます。ですか

ら、この公園のレイアウト案の北東側、茶色で表示した区域がごみ

処理施設を整備するエリアになってくるわけですが、この中にどう

いう施設ができてくるのか、また搬入路はどこになってくるのか、

こういった内容が決まっていない状況でございます。 

お手元の資料の30ページに、今後の課題として記載させていただ

きましたけれど、今後のごみ処理施設の計画が煮詰まってくる中

で、場合によっては、ご検討いただいた公園のレイアウトも若干修

正をさせていただくようなこともあるということをご理解いただき

たいと存じます。 

そうは申しましても、公園の方については、極力は皆様方のご意

見等を尊重するような形で、整備を進めてまいりたいと考えており

ますので、ご理解いただきたいと思います。 

また、第４回検討委員会の中で、公園の中に記念館やレクチャー

ルーム等を造るというご意見をいただきましたので、内部で調整を

させていただきました結果、現時点では、ごみ処理施設の建物内に

整備する考えであります。 

したがいまして、今回の公園レイアウト案には、それらの施設は

示しておりませんので、この後、ご意見等を頂戴できればと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

 

公園の検討委員会と同じく、ごみ処理施設でもこのような検討委

員会を設けて、同時に事業を進めていく中で有効利用を図るため

に、ごみ処理施設と公園で共同利用できるようなことを考えている

そうです。はい、亀井委員お願いいたします。 

 

先ほど、久喜菖蒲公園にも2.5キロメートルほどのジョギング

コースがあるということですけれど、そのジョギングコースとこの

「健康園路」の違い、またその２つを連携させる何かを考えている

のであれば教えていただきたいと思います。 

 

ただ今のご質問について、事務局より回答をお願いします。 

 

久喜菖蒲公園の池の周囲にある園路との違いにつきましては、久

喜菖蒲公園では、ウォーキングやジョギングができるコースと、自

転車が走行できるコースが概ね並行して存在していますが、本公園

の「健康園路」におきましては、現時点では自転車が走行できる

コースは整備しない方向で考えております。 

また、連携の関係でございますが、久喜菖蒲公園からこの公園ま

で一体のジョギングコースを創出するような点では、連携を図るこ

とが可能であると思いますが、これを実現するためには、公園と公

園とを結ぶ歩道を、ジョギングに適した構造に改修する必要がある

など、様々な課題もございますので、そのほかに連携できる内容が

無いか検証してまいりたいと存じます。 

 

久喜菖蒲公園の北側の道路は県道でしょうか。 
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はい、県道で大型車両の通行が多い道路であります。 

連携を図るという点では、どちらかといいますと、清久公園との

連携をどうしていくかという点が課題になってくると思います。 

 

既存の施設を有効的に活用し、できる範囲で検討することが重要

ということだと思います。はい、稲葉委員どうぞ。 

 

連携というのは、必ずしも公園と公園とがつながっていて、物理

的に人が移動できるということだけではないと思いますので、ある

意味では、それぞれの公園にある機能を分化させて、公園ごとの特

長を出し、違いを明確にしていった方が良いのではないでしょう

か。 

 

そのとおりですね。物理的な連携にとらわれずに、連携を図るこ

とが可能な内容があれば、それを検討し、一方では、近隣の公園に

は無い特長を全面に打ち出していくことも必要であると思います。 

ほかにございませんか。無ければ次に移ります。次は「メモリア

ル広場」について、事務局より説明をお願いいたします。 

 

資料の12ページをご覧ください。 

「メモリアル広場」でございます。この広場につきましては、西

側の「プロムナード」とメインの「駐車場」につながる位置に、本

多静六博士の生い立ちや功績のほか、地域の文化や環境などを学ぶ

ことができる空間を創出してまいりたいと考えております。 

また「メモリアル広場」の周辺には、自然観察が可能な森や池を

整備し、屋外学習の場として、児童や生徒などに利用していただけ

るように考慮してまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

 

ただ今、「メモリアル広場」について、事務局より説明がありま

したが、何かご意見等はございますか。無いようでしたら先に進み

たいと思います。次は、「本多静六記念施設」と「公園管理施設」

について、事務局より説明をお願いします。 

 

資料の13ページをご覧ください。 

続きまして「本多静六記念施設」と「公園管理施設」でございま

す。はじめに、レイアウト案をご覧いただきたいと存じます。 

委員の皆様の中には、お気づきになった方もいらっしゃると思い

ますが、ごみ処理施設拡張予定区域と、この後にご説明いたします

「憩いの池（調整池）」の間の樹木を少なく表示させていただきま

した。 

これまでの検討委員会において、公園側からごみ処理施設が見え

ないように、目隠しをする形で緩衝緑地を設けてほしいとのご意見

をいただいていたところであります。 

こうした中、ごみ処理検討委員会の事務局であります環境経済部

環境課と、内部の調整を図りましたところ、先ほど田上部長よりご

説明させていただきましたとおり、ごみ処理施設予定区域内には、

余熱を利用した施設のほか、食事ができる施設、休憩室、会議室な
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議長(高橋副会長) 

 

峯岸委員 

 

 

 

ど、様々な用途を兼ね備えた施設の建設が考えられるとのことでご

ざいました。 

そのようなことから、ごみ処理施設予定区域内に設けます施設と

の相互利用を促進するため、公園とこの施設がスムーズに行き来で

きますよう、緩衝緑地を設けないレイアウトとさせていただいたと

ころでございますので、ご了承くださいますようお願いいたしま

す。 

また、「本多静六記念施設」と「公園管理施設」につきまして

は、このごみ処理施設拡張予定区域内に設ける施設内に設置いたし

まして、一体的かつ効率的な管理をしてまいりたいと考えておりま

すので、ご理解くださいますようお願いいたします。 

以上でございます。 

 

ただ今、「本多静六記念施設」と「公園管理施設」について、事

務局より説明がありましたように、有効利用の面で必要な考えかと

思います。この件に関しまして、ご質問等がございましたらよろし

くお願いいたします。はい、本島委員どうぞ。 

 

私もこの相互利用ということをお聴きいたしまして、イメージが

かなり変わりました。今までは、ごみ処理施設を隠すということが

基本的な考えの中にありましたけれど、逆にごみ処理施設内に設け

られる施設の大きな窓ガラスから、公園が一望できるような、高台

から見える空間を創出できたらとても素敵になっていくのではない

かと思いまして、見方を変えるきっかけになりました。 

 

ただ今のご意見について、事務局で何かありますか。 

 

いま本島委員からご意見をいただきましたように、ごみ処理施設

側で、余熱の有効利用を図る箱物施設を造っていくことになってく

ると思います。ですから、公園が修景施設になって、ごみ処理施設

側と連携を図り、記念施設や管理施設の建設を検討し、一体的な整

備をしていきたいと考えております。 

 

これまでの検討委員会では、余熱を利用した施設として、具体的

に足湯を設置してはどうかというご意見が出ていますが、公園内に

設置するのでしょうか。 

 

公園内に、足湯がありますと、集客面において相当の効果が期待

できると考えておりますが、ごみ処理施設内に具体的にどのような

施設が造られるのか決定した後に、改めて検討してまいりたいと存

じます。 

 

今後の検討課題ということですね。峯岸委員どうぞ。 

 

ごみ処理施設内に相互利用できるような施設を造るということ

は、隣接する公園の「駐車場」は、その施設に勤務する職員のため

の「駐車場」でしょうか。 
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議長(高橋副会長) 

 

 

細田委員 

 

ただ今のご質問について、事務局より回答をお願いします。 

 

公園レイアウト案の中の「駐車場２」でございますが、こちらは

公園やごみ処理施設の利用者を対象とした駐車場として整備するも

のであります。ごみ処理施設に勤務する職員の駐車場につきまして

は、ごみ処理施設の区域内に別に設けることになると思います。 

 

よろしいでしょうか。遠山会長、どうぞ。 

 

最近のごみ処理施設というのは、近代的でとても明るい施設で

す。その中に、本多静六の記念施設とか、会議室や学習室、公園の

管理室などを、樹木や池が見える側に造ってもらうと、公園スペー

スの有効利用も可能となり、その方が将来の建替えの際にも経費節

減にもなるため、非常に良いアイデアだと思います。 

公園スペースの有効利用の観点から続けますが、また「健康園

路」にも関連することですが、本多はどの公園を設計する場合で

も、可能な限り運動施設というのを取り入れました。また、運動施

設を取り入れる際には、本多の時代としては、新しい施設であった

だろうテニスコートを必ず造りました。 

しかし、当計画地に運動施設を整備するのは、スペース的に厳し

いと思われますので、運動施設としてはウォーキングやジョギング

ができるコースを造ることによって、利用者の健康づくりにも寄与

しますのでよろしいのではないかと思います。ですから、近隣の野

球場や運動場と連携し、ごみ処理施設ともお互いに利用し合うとい

うことにしていけば、この公園の中に特別に運動施設を造らなくて

もよいと思います。 

 

近年建設されているごみ処理施設は、近代的で、煙は出るので

しょうけれど、ほとんどそれに気がつかないというような施設に

なっているそうです。この件については、検討段階だから細かいこ

とは分からないと思いますが、事務局で何か把握している情報はあ

りますか。 

 

ごみ処理検討委員会では、現在、ごみ処理の方式などについて検

討を行っている段階でありまして、建物の配置や施設の内容の検討

に進むには、もう少し時間が掛かるという状況のようです。 

 また、ごみ処理検討委員会の委員の方々は、以前にさいたま市桜

区のごみ処理施設である「さくら環境センター」を視察され、良い

印象を持ってお帰りになったようですので、今後は、そのような施

設も参考にしながら、ごみ処理施設の具体的な内容の検討が進めら

れていくのではないかと、私どもの方では考えているところでござ

います。 

 

ごみ処理施設のレイアウトが決まるまでには、まだ時間が掛かる

状況ですね。はい、細田委員どうぞ。 

 

公園の検討委員会のスケジュールを見ますと、平成29年１月頃に

は公園の基本計画案の確認をすることになっております。 
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しかし、ごみ処理施設については、搬入車の進入路もまだ確定し

ていないというような状況であり、不確定要素を残したままの中途

半端な公園の計画図になってしまうのではないかと思うのですが、

この検討委員会とごみ処理検討委員会の足並みは、どのように合わ

せていくのでしょうか。 

 

ただ今、ご意見をいただきましたが、要するに絵に描いた餅にな

らないように、ということだと思います。このご意見について、事

務局より説明をお願いします。 

 

 細田委員のおっしゃるように、ごみ処理検討委員会では、施設の

具体的な検討には進んでおらず、公園の基本計画案を策定するまで

には、搬入路を含めたごみ処理施設の内容については確定しないも

のと考えております。 

 そのような状況ではございますが、例えば、搬入路につきまして

は、西側の「エントランス」に接する市道菖蒲６号線から入り、備

前堀川沿いを通るルート、または東側の工業団地側の市道から入る

ルートのどちらかしか、今のところは想定できませんので、本日お

示しいたしました公園のレイアウト案が大きく変わるというような

ことはないだろうと考えております。 

 仮に、搬入路が備前堀川沿いのルートに決まった場合には、「郷

土の森」のスペースが若干減少することになりますが、ご理解を賜

りたいと存じます。よろしくお願いいたします。 

 

現状ではそのような状況だそうです。では、田村委員どうぞ。 

 

ごみ処理施設への搬入路のことですが、私は地域の代表として、

以前はごみ処理施設の検討にも携わっておりました。当時、地元の

地域からは、山王橋から搬入車輌は入るように要望しています。要

するに、住宅地にはあまり車が来ないように、山王橋からごみ処理

施設に入るルート、または東側の日本鋳鉄管株式会社の資材置き場

の位置を変更していただいて、この東側から入るルート、この両方

から入るようにした方が、道路も混雑しなくていいのではないかと

要望をしたことがあります。 

 

搬入路の位置については、地元の地域から要望が出ているという

ことです。このことに関して、事務局の方で答えられることはあり

ますか。 

 

搬入路の位置については、地域の方とご相談をさせていただきな

がら改めて検討することになると思いますので、よろしくお願いい

たします。 

 

では、よろしいでしょうか。はい、亀井委員どうぞ。 

 

ごみ処理施設と公園を一体的に整備するということですが、例え

ば、利用者の方が車でこちらの公園に向かう時に、一番のシンボル

といいますか目印となるのは、たぶんごみ処理施設の煙突になると
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稲葉委員 

思いますので、そのような点に配慮して建築することが望ましいと

考えます。 

それから、余熱利用の施設についてですけれど、そもそも公園と

いうのは、その地域のコミュニティの場としての機能があるはずで

すので、足湯などの施設があると多くの方に利用されて、地域のコ

ミュニティの形成に資するのではないかと思います。 

 

建設的な意見だと思います。ほかにありませんか。無ければ、次

は、「多目的芝生広場」と「天空の丘」について、事務局より説明

をお願いいたします。 

 

資料の14ページと15ページをご覧ください。 

続きまして、「多目的芝生広場」と「天空の丘」でございます。 

なお、「天空の丘」につきましては、「多目的芝生広場」の中に

配置したいと考えておりますので、併せてご説明させていただきま

す。 

「多目的芝生広場」につきましては、「メモリアル広場」の南東

側で、公園の概ね中心となる位置に設けたいと考えております。こ

の広場では、ピクニックや各種レクリエーションのほか、地域の

様々なイベントも開催できる場にするとともに、災害が発生した場

合には、指定緊急避難場所として活用できる広々とした空間を確保

したいと考えております。 

また、この広場内の北側には、公園のランドマークとなる「天空

の丘」を設けまして、頂上からは、公園内を展望できるような高さ

にしたいと考えております。 

以上でございます。 

 

ただ今、「多目的芝生広場」と「天空の丘」について、事務局よ

り説明がありましたが、何かご意見等はありますか。 

私も公園管理の仕事をしていたことがありますが、この芝生広場

というのは、大人と子どもが同時に遊べるので非常に良い空間です

ね。特に無ければ先に進みます。次は、「芝生自由広場」につい

て、事務局より説明をお願いします。 

 

資料の16ページをご覧ください。 

続きまして、「芝生自由広場」でございます。この広場につきま

しては、「多目的芝生広場」の南東側の位置に、子どもが遊びなが

ら「ものづくり」を体験したり、郷土の文化に触れあうことができ

る学びの空間を創出していきたいと考えております。 

また、広場内には、バーベキューを楽しめるエリアを設け、公園

の集客の柱のひとつにしていきたいと考えております。 

以上でございます。 

 

ただ今、「芝生自由広場」について、事務局より説明がありまし

たが、何かご意見、ご質問等がありましたら、よろしくお願いしま

す。はい、では稲葉委員どうぞ。 

 

「多目的芝生広場」と「芝生自由広場」との違いですが、「多目
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議長(高橋副会長) 

的芝生広場」というのは、どちらかというと芝生の空間がほとんど

で、木もあまりなくて自由に走り回って遊べる施設。 

一方、「芝生自由広場」というのは、バーベキューの設備や、ア

スレチック遊具等があり、こういった設備や遊具を利用して楽しん

でいただく施設というイメージでよろしいですかね。 

 

そのとおりでございます。 

 

ほかにございませんか。次は、「冒険遊びの広場」と「幼児の遊

び広場」です。事務局より説明をお願いします。 

 

資料の17ページをご覧ください。 

「冒険遊びの広場」と「幼児の遊び広場」でございます。「冒険

遊びの広場」につきましては、「芝生自由広場」の東側で、同じ空

間の中に、多様なフィールドアスレチック遊具を配置し、こちらも

公園の集客の柱のひとつにしていきたいと考えております。 

また、「幼児の遊び広場」につきましては、「冒険遊びの広場」

の東側に隣接する位置に、幼児が遊びに慣れる場として、無理のな

い遊びができる複合遊具などを配置したいと考えております。 

以上でございます。 

 

ただ今、「冒険遊びの広場」と「幼児の遊び広場」について、事

務局より説明がありましたが、「幼児の遊び広場」は、小さなお子

さんたちに配慮して、より安全性を確保するような広場ということ

ですね。これら２つの広場に関しまして、ご意見等がございました

ら、よろしくお願いいたします。 

無ければ先に進みます。次は、「憩いの広場」についてです。事

務局より説明をお願いいたします。 

 

資料の18ページをご覧ください。 

続きまして、「憩いの広場」でございます。この広場につきまし

ては、「幼児の遊び広場」の南側に隣接する位置に、幼児の保護者

の方々が、ゆったりと子どもの遊びを見守ることができ、さらには

保護者同士の会話が自然に生まれるような空間を創出するため、日

よけとなる四阿（あずまや）などの休憩施設を設けた広場にしたい

と考えております。 

以上でございます。 

 

はい、「憩いの広場」について、ご意見、ご質問等がありました

らよろしくお願いいたします。稲葉委員どうぞ。 

 

「憩いの広場」のほかにも「多目的芝生広場」のイメージには、

ステージの写真がありますが、久喜市も音楽の街にしようというこ

とで、いま音楽に関連する様々な団体の方々が熱心に取り組まれて

おりますので、是非とも、このような方々が、定期的に演奏できる

ような場を設けていただきたいと思います。 

 

はい、そういう施設がありますと、利用目的の幅も広がり、とて
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も良いですね。ほかにございますか。 

次は、「憩いの池（調整地）」、それと「水辺のテラス」につい

て、事務局より説明をお願いいたします。 

 

資料の19ページをご覧ください。 

続きまして、「憩いの池（調整池）」と「水辺のテラス」でござ

います。先ほど、稲葉委員より、ステージに関するご意見がござい

ましたけれども、これからご説明いたします「水辺のテラス」内に

ステージを設けたいと考えております。 

それでは説明に移りますが、この「憩いの池（調整池）」につき

ましては、「多目的芝生広場」の東側に隣接する位置に、公園の景

観にアクセントを付けつつも、のどかに映る美しい空間を創出でき

るようにしたいと考えております。 

また、「水辺のテラス」につきましては、池の護岸部に、様々な

イベントに活用できるステージや親水デッキのほか、水辺に目を向

けながら、ゆったりとした時間を過ごせる休憩施設などを設け、安

らぎの空間を創出していきたいと考えております。 

以上でございます。 

 

ただ今の説明について、ご意見、ご質問等がありましたらよろし

くお願いいたします。細田委員どうぞ。 

 

この調整池の水というのは、この敷地のあらゆるところに設けた

集水桝等によって、雨水をここに集めるということでしょうか。そ

れとも備前堀川の水の出入りによって確保するのでしょうか。 

 

調整池の水についてのご質問ですけれど、事務局より説明をお願

いいたします。 

 

この「憩いの池」につきましては、いわゆる調整池の役割、機能

を備えた施設にする必要がございますので、基本的には公園内に

降った雨を貯留するための施設となります。この調整池の整備に関

しましては、少し課題がありますので、各施設の検討が終わりまし

たら、改めてご説明申し上げたいと思います。よろしくお願いいた

します。 

 

細田委員、よろしいでしょうか。では、田村委員お願いします。 

 

調整池の深さは、何メートルぐらいでしょうか。現在、私たち

は、この地区の水の管理をしていますが、台風が来るたびに水路の

管理が生じます。公園に降った雨水を、何ミリぐらいまで溜められ

るのでしょうか。 

 

貯水量の関係でございますが、今回整備する公園に必要となる雨

水貯留の対策量、いわゆる調整池に溜めることができるようにしな

ければならない水の量は、概算で35,000立方メートルほど必要とな

ります。 

この数値を耳にしても、なかなかイメージが湧かないと思います
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ので、市内の小学校にあります標準的な25メートルのプールに換算

いたしまして、必要となる対策量を算出してみましたので申し上げ

ます。プールの規格ですが、縦が25メートル、横が12メートル、深

さが１メートルの標準的なプールですと、約300立方メートルの水

を溜めることができます。このプールの水の量を用いて算出いたし

ますと、約117個分の小学校のプールと同等の水をこの調整池に溜

めなければならないという計算になります。 

 

分かりました。 

 

ほかにございますか。特に無いようでしたら、次は、「森」につ

いて、事務局より説明をお願いいたします。 

 

資料の20ページをご覧ください。 

続きまして、「森」でございます。この「森」につきましては特

長や目的の異なる「４種類の森」と、主に公園の外周部に「緩衝

林」を配置したいと考えております。また、これらの「森」では、

散策しながら学習ができる空間を創出するとともに、森の成長後の

景観を考慮しながら、天然更新が可能な森とすることを目指してま

いりたいと考えております。 

それでは、「４種類の森」と「緩衝林」につきまして、それぞれ

ご説明いたします。資料の21ページをご覧ください。 

はじめに、「郷土の森」でございます。「郷土の森」につきまし

ては、西側の「プロムナード」や「天空の丘」の周辺に配置し、

「メモリアル広場」を包み込むことができるように、常緑樹主体の

樹種構成で緑豊かな森にしたいと考えております。 

また、参考までに、この森に適します樹種を、一例ではございま

すが紹介させていただきます。委員の皆様にお配りしております

「樹種 参考資料」、Ａ４の両面刷りで、樹木の写真を表示した資

料でございますが、こちらと併せてご覧いただきたいと存じます。 

まず、常緑樹でございますが、クスノキ、シラカシ、スダジイ、

タブノキなどが考えられます。次に、落葉樹でございますが、ケヤ

キ、イロハモミジ、コナラ、ヤマザクラなどが考えられます。 

なお、実際に植樹する樹種につきましては、今後において、公園

の整備に向けた設計を実施する中で、改めて検討させていただくこ

ととなりますので、あらかじめご了承くださいますようお願いいた

します。 

続きまして、資料の22ページをご覧ください。 

次は、「彩り（いろどり）の森」でございます。「彩り（いろど

り）の森」につきましては、「水辺のテラス」の西側に隣接する位

置に、林床に花が咲き誇り、四季を感じる森となるように、武蔵野

の雑木林を構成する樹種を基本とし、花の咲く樹木を織り交ぜた、

明るい混合林にしたいと考えております。また、この森に適する樹

種と花の一例でございますが、常緑樹としては、シラカシ、スダジ

イ、モチノキ、タブノキなどが考えられます。次に、落葉樹でござ

いますが、ケヤキ、イロハモミジ、コブシ、ヤマボウシなどが考え

られます。次に、林床部に植える花でございますが、スイセン、ク

ロッカス、スズラン、ヤマユリなどが考えられます。 
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続きまして、資料の23ページをご覧ください。 

次は、「散策の森」でございます。「散策の森」につきまして

は、「芝生自由広場」の西側に隣接する位置に、昆虫や野鳥が生息

し、木漏れ日の溢れる疎林となるように、武蔵野の雑木林を構成す

る樹種を基本とし、森林浴効果の高い樹木を織り交ぜた、落葉樹主

体の明るい樹林にしたいと考えております。また、この森に適する

樹種の一例でございますが、針葉樹としては、ニオイヒバ、サワ

ラ、アスナロなどが考えられます。次に、常緑樹でございますが、

クスノキ、シラカシ、タブノキなどが考えられます。次に、落葉樹

でございますが、ケヤキ、イロハモミジ、コナラ、イヌシデなどが

考えられます。 

続きまして、資料の24ページをご覧ください。 

次は、「健康の森」でございます。「健康の森」につきまして

は、「多目的芝生広場」の西側に隣接する位置に、利用者の健康増

進に寄与する森となるにように、樹林の中に健康遊具を配置したい

と考えております。また、「散策の森」と同様の樹種を基本とし、

木漏れ日を感じながら、休息できるような樹林にしたいと考えてお

ります。この森に適する樹種の一例でございますが、常緑樹として

は、クスノキ、シラカシ、タブノキなどが考えられます。次に、落

葉樹でございますが、ケヤキ、エゴノキ、コナラ、ヤマザクラなど

が考えられます。 

続きまして、資料の25ページをご覧ください。 

最後に、「公園の外周を囲む緩衝林」でございます。「緩衝林」

につきましては、近隣の住宅などに配慮し、常緑樹を主体とした混

合林のほか、低木などを植樹していきたいと考えております。 

また、この「緩衝林」に適する樹種の一例でございますが、常緑

樹としては、シラカシ、アラカシ、クロガネモチ、スダジイなどが

考えられます。次に、落葉樹でございますが、ケヤキ、エノキ、ム

クノキ、ヤマザクラなどが考えられます。 

「４種類の森」と「緩衝林」の説明は以上でございます。 

 

ただ今、「４種類の森」と「緩衝林」について、非常にこと細か

く説明がありましたけれど、この件に関しまして、ご意見、ご質問

等がありましたらよろしくお願いいたします。 

はい、中野委員どうぞ。 

 

本多博士は、サクラの木が大変お好きだったため、博士が設計な

どに携わった公園には、どこにもサクラがあると聞いております

が、サクラをまとめて植えるような考えはないのでしょうか。 

 

遠山会長、いかがですか。 

 

本多は、どの公園でもサクラを植えました。基本的には、森林の

美しさというのを表現したくて、苗木を植えて育った森が単純にな

らないように、いろいろな種類の苗木を沢山植えました。 

例えば、神戸の六甲山の緑化では、常緑樹と落葉樹を混ぜて、20

種ほど植えたという記録が残っております。明治神宮の森も、数百

種類の混合林が創造されましたが、単純化させないように植える樹
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木の配置を十分に検討しました。そのため、明治神宮の森は、単純

化されず、四季折々の美しさがちゃんと出るようになりました。 

そのように、これから造るこの公園の森も単純にならないよう

に、森全体が四季を通じて楽しめ、美しさを保つということを考慮

して、植栽をしてもらいたいと思います。 

 

余談になりますが、私はサクラの研究に携わりまして、日本にサ

クラの品種は300種類から350種類ぐらいあります。サクラの花が咲

かない時期は、７月と８月ぐらいだということで、あとはほぼ年

中、何かしらのサクラの花が咲いています。 

ほかにご質問等はございますか。はい、亀井委員どうぞ。 

 

まず「郷土の森」についてですが、「郷土の森」は備前堀川に接

していますが、川との間に柵などを設けるのでしょうか。また、レ

イアウト案ですと、ぎっしり木が生えており、暗くなってしまうよ

うな印象を受けます。 

それから、「健康の森」についてですが、資料の中に、健康遊具

や、健康増進に関する写真もありますので、こちらの「健康の森」

では、そういったプログラムについて何か考えや実施する予定があ

るのでしょうか。栗橋地区内に、健康遊具が設置された公園があり

ますが、劣化が進んでいて、あまり使われていないようなので、工

夫が必要ではないかと思います。 

先日、テレビを見て得た情報ですが、大阪府の公園では、スポー

ツジムにあるような健康遊具が設置されていて、とても人気がある

ようです。他の公園にあまり無く、利用率の高い健康遊具を設置す

るという計画も良いと思います。 

 

「郷土の森」の関係と「健康の森」の関係、この２点についての

ご意見ですけれども、事務局より回答をお願いいたします。 

 

はじめに、「郷土の森」に関するご質問にお答えいたします。公

園の外周部に、フェンスを設ける考えはあるかというご質問です

が、この検討委員会の以前の会議において、フェンスをなるべく設

けずに、樹木を垣根の代わりと申しますか、フェンスの代わりにし

て、木を植えていきたいというご意見をいただいておりますので、

フェンスを設ける考えというのは、今のところ持ってございませ

ん。 

また、この「郷土の森」は、公園のレイアウト案を見る限り、樹

木の本数が多くて暗くなりそうだという印象をお持ちになったとい

うことですが、先ほど田上部長からご説明申し上げましたように、

仮に川沿いにごみ処理施設への進入路が整備された場合には、この

道路に対する緩衝緑地が必要だろうという考えの下、一応ここは樹

木の本数を多くした厚みのある森としております。 

続きまして、「健康の森」の健康遊具に関するご質問でございま

すが、健康遊具を活用した具体的なプログラム等を設定することに

ついては、現時点では検討できておりませんが、「健康園路」で

ウォーキングやジョギングをされる方が、途中でこの「健康の森」

に立ち寄って、身体のストレッチや筋力トレーニングをすることに
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よって、更なる健康増進に役立ててもらえるような遊具を配置して

いきたいと考えております。なお、設置する具体的な健康遊具につ

きましては、今後において設計を進める中で、改めて検討してまい

りたいと存じます。 

また、栗橋地区の公園に設置してある健康遊具の状態について、

利用者の視点からご指摘をいただきましたので、遊具の状況を確認

いたしまして、対応を検討してまいりたいと存じます。 

さらには、大阪府の公園の中に、すばらしい健康遊具があるとい

うことですので、我々事務局の方でも情報収集をさせていただきま

して、今後において健康遊具を選定する上で参考にしてまいりたい

と存じます。以上でございます。 

 

亀井委員、よろしいでしょうか。では、稲葉委員、お願いしま

す。 

 

健康遊具の件ですけど、私は香取公園を定期的に利用しています

が、広場内にある健康遊具を利用したくても、老朽化が進行してい

るため、ぶら下がるタイプの遊具しか利用できません。というの

も、木材を使っている遊具は、設置当初はきれいなのですが、長年

雨ざらしになっていますと、そこに座ったり寝転んだりすると何か

汚れが付きそうな気がします。そこで、先ほどお話しのあった大阪

府の健康遊具は、そのあたりの工夫をしているのではないかと思い

ますので、そういう耐久性や利便性などを考慮しながら選定してい

ただきたいと思います。 

 

ただ今のご意見に関しましては、是非とも事務局で検討をお願い

いたします。では、細田委員どうぞ。 

 

森の説明の中で、いろいろな樹種が出ましたが、久喜市の木であ

るイチョウの名称が出てこないというのはどうなのかなと思いま

す。また、埼玉県の木はケヤキですから、その名称が出てきたこと

は良いと思います。 

 

私も少し思いました。 

 

イチョウの植樹は、少し検討した方が良いと思います。 

 

このことについて、事務局より説明をお願いいたします。 

 

ただ今のご意見は、ごもっともでございます。お手元の資料に掲

載し、紹介した樹種につきましては、あくまでも一例として載せた

ものでございます。久喜市の木でありますイチョウにつきまして

は、「プロムナード」や公園内のシンボルツリーとして植えること

などを検討してまいりたいと思います。 

 

イチョウに関しては、前に私も申し上げましたが、日比谷公園の

「首かけイチョウの木」の穂木を貰って、接ぎ木で三箇小学校に寄

付した記憶があります。そういういわれや物語がある樹木がありま
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すと、公園のネームバリューが非常に上がりますので、検討してい

ただきたいと思います。おそらくは、公園管理者に公文書を出せ

ば、穂木を分けてもらえると思いますので、検討してほしいです

ね。では、峯岸委員どうぞ。 

 

イチョウの木の関係ですけど、落ち葉が大変滑りますし、なかな

か燃えませんし、少し不便ですよね。そのほかにも、秋だと実が落

ちますし、少し植えるだけなら良いと思いますけど、公園全体に植

えることなりますと、その後の維持管理が大変になると思います。 

 

全体には植えないと思いますけど、ただ市の木であり、本多博士

の首かけイチョウと呼ばれている木もあります。事務局、いかがで

すか。 

 

イチョウの木につきましては、市内の公園や道路の日常の維持管

理をしていく中で、峯岸委員からございましたようなご意見を沢山

いただいているのが実情でございます。そのようなことから、市の

木であることや、維持管理上における課題等を総合的に勘案いたし

まして、イチョウの木を植える本数、植える位置などについて、慎

重に検討してまいりたいと存じます。 

 

ここでひとつ蛇足です。樹木の関係ですけれど、「健康の森」の

中に入って、器具を使用してもらい、積極的に健康増進を図ろうと

いう目的なのかもしれませんが、そういうことをしなくても、針葉

樹でスギやヒノキの仲間がテルペンという揮発性の成分を沢山作り

ますが、この成分は私たちの健康にものすごく良い効果をもたらし

ます。 

森林浴というのは、なぜやるかといいますと、テルペンオイルを

吸うために行っているようなものです。だから、この資料に書いて

あるような樹木の中で、スギやヒノキの仲間というのを森の中に植

えていただいて、その中にベンチがあって、そこに腰を下ろして、

１時間でも２時間でも、テルペンの匂いを嗅ぐだけでも、とても爽

やかな感じがすると思います。 

 

非常に参考になるご意見をありがとうございます。 

開会してから約２時間が経過しましたので、ここで10分間の休憩

を取らせていただきたいと思います。 

 

（休憩） 

 

これから再開したいと思いますが、後半もよろしくお願いしま

す。では、「公園の整備スケジュール」を確認していきたいと思い

ます。事務局より説明をお願いいたします。 

 

資料の27ページをご覧ください。 

「公園の整備スケジュール（案）」でございます。 

はじめに、この「整備スケジュール（案）」につきましては、現

時点における計画でございまして、公園の整備に要する関係機関と
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の協議等を進める中で、事業の進捗等により、スケジュールが変更

となる場合もございますので、あらかじめご了承くださいますよう

お願いいたします。 

それでは説明に移ります。まず、この検討委員会において、委員

の皆様にご検討いただいております基本計画でございますが、今年

度内に策定することができますよう取り組んでまいります。 

次に、平成29年度から平成30年度にかけて、公園の工事に向けた

概略の設計である基本設計を行い、公園の具体的な整備計画に対す

るパブリック・コメントを実施してまいりたいと考えております。 

そして、このパブリック・コメントの結果を基に、実際に工事を

進めるための実施設計を行ってまいります。 

また、以前の会議の中でもご説明させていたただきましたが、公

園の用地につきましては、平成29年度に、全ての土地を取得するこ

とができますよう努めてまいります。そして、全ての用地の取得が

完了いたましたら、盛土工事、造成工事、施設工事の順に整備を進

めまして、平成35年度に公園の供用を開始することができますよう

取り組んでまいります。 

続きまして、資料の28ページをご覧ください。 

「森づくりのスケジュール」でございます。先ほどご説明いたし

ました「４種類の森」や「緩衝林」などにつきましては、「プロム

ナード」に植える樹木や、シンボルツリーのような一部の樹木を除

きまして、市内の小学校の児童や、中学校の生徒たちを中心とする

市民の皆様や、ボランティア団体の方々のご協力をいただきまし

て、協働による森づくり、市民の森づくりを進めてまいりたいと考

えております。 

なお、この市民の森づくりでございますが、公園全体を複数のエ

リアに分けまして、公園の供用を開始してから、年数をかけて、苗

木を植樹し、将来的に特色のある森となりますよう、適正な維持管

理に努めてまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

 

ただ今、「公園の整備スケジュール」と「森づくりのスケジュー

ル」について、事務局より説明がありました。来年度に用地取得を

済ませ、再来年度にパブリック・コメントを実施して、その後、設

計、工事、そして完成に向けて進めるという、これから７年後を目

安に造るという話しです。この件に関しまして、ご質問、ご意見等

がありましたらよろしくお願いします。よろしいですか。特に無い

ようでしたら先に進みます。 

次が、本日の最後の検討内容になります。基本計画の原案をまと

めた図書の中には、公園の整備に向けた課題や、公園の供用開始後

の維持管理に向けた課題を、基本計画で定めた方向性が見失われな

いように、しっかりと整理しておく必要があると思います。 

そこで、基本計画の原案に「今後の課題」として、明確に示して

おきたいと思いますが、その内容について事務局から説明をお願い

いたします。 

 

それでは、資料の30ページ、最後のページをご覧ください。 

基本計画の原案をまとめた図書の中に表記する「今後の課題」で
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ございます。 

はじめに、「１．計画における課題」でございますが、新たに建

設するごみ処理施設につきましては、現在、ごみ処理検討委員会を

設置いたしまして、ごみ処理基本計画を策定するため、ごみ処理の

体制や、ごみ処理施設の基本的な事項について検討が進められてお

ります。そのため、新たなごみ処理施設内のレイアウトはもとよ

り、このごみ処理施設への車輌の進入路の位置などが決まっており

ませんので、これらが決まり次第、公園内のレイアウトも見直さな

ければならないものと考えております。 

次に、「２．整備における課題」でございますが、先ほど調整池

の規格に関するご質問をいただきましたけれども、公園の整備にあ

たりましては「埼玉県雨水流出抑制施設の設置等に関する条例」に

基づき、公園全体の面積に対しまして、１ヘクタールあたり、700

立方メートルの雨水を公園内に貯留できるように対策を講じる必要

があります。 

また、これまで水田として利用されてきたことなども考慮しなけ

ればなりませんので、これらを踏まえまして、この公園に必要とな

ります「憩いの池」の規模につきましては、先ほどもご説明申し上

げましたとおり、約35,000立方メートルを貯水できる規格の池が必

要となります。また繰り返しになりますけれども、市内の小学校の

25メートルプールに換算いたしますと、約117個分のプールと同等

の水を溜めることができる調整池が必要になるわけでございます。 

そのようなことから、「憩いの池」、いわゆる調整池の形状や規

格につきましては、公園の設計段階におきまして、改めて検討して

まいりたいと考えております。 

次に、「３．管理運営における課題」でございますが、公園まで

の交通アクセスの向上を図るために、路線バスなどに公園付近に停

留してもらえますよう、関係機関と協議をしてまいりたいと考えて

おります。また、先ほど森づくりの概要をご説明いたしましたけれ

ども、市民の皆様や、ボランティア団体の方々との協働による苗木

の植樹や、協働による森の効率的な維持管理の手法を明確にするな

ど、供用開始後の取り組み内容を具体的に検討していく必要があり

ます。さらには、公園内に様々な施設を設けることになりますの

で、利用者の皆様に、安心して快適にお過ごしいただくために、各

施設における利用上のルールを設定するなど、公園全体の管理運営

方法について検討していく必要があります。 

これらの点を「今後の課題」として提起させていただき、基本計

画案に示してまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

 

こういう新しい事業を立ち上げる時というのは、いろいろな課題

が出てまいりまして、たぶんここに挙げた課題以外にも、何かまた

出てくることも考えられます。現時点では、このように整理されて

いるわけですけれど、この点に関しまして、ご意見、ご質問等がご

ざいましたらよろしくお願いします。はい、田村委員お願いしま

す。 

 

今後の事業にあたりましては、地域の皆様に相談しながらやって
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いくという説明がございましたけれど、この向野地区の東側には約

１町歩ぐらいの田んぼがまだ残っています。その田んぼに水を運ぶ

用水路は、山王橋の所から、道路の脇、住宅の間を通ってきていま

す。この用水路を確保してもらうほかにも、いろいろとあると思い

ますが、これからきちんと地域の皆様と話し合いを持っていただき

いということがひとつです。 

次に市の体制については、縦割りということでなく、ごみ処理施

設の担当の方と、この公園の担当の方とが、お互いに連携をしっか

り取っていただいて、事業を進めてもらいたいと思います。 

 

調整池の水の関係は、「２．整備における課題」のところで示さ

れておりますが、用水路と市の体制に関してのご意見について、事

務局の方で何かありますか。 

 

ただ今、田村委員からご要望も含めてお話しいただきました。市

としましても、ごみ処理施設と公園を一体的に整備していくという

基本的な考え方の中で、それぞれの役割分担をしながら事業を進め

ております。お示ししましたレイアウト案などの資料についても、

ごみ処理施設を担当している環境経済部と調整、すり合わせをさせ

ていただいた上で、本日の検討委員会に臨んでおります。 

本日いただいたご意見等も、また持ち帰って環境経済部とすり合

わせ、調整をしながら進めていきたいと考えております。 

また、地域の皆様との関係でございますが、本日も会議の中でご

意見をいただきましたように、南側の生活道路の改修、あるいはご

み処理施設への搬入路、そして今お話しのありました用水路の確保

など、これから設計を進めていく段階で、地域の協議会などを窓口

としながら、地域の皆様方に相談をさせていただきまして、どうい

うルートにするのか、どういう形状にするのか、ごみ処理施設の環

境サイド、公園の建設サイドが連携を図りながら、間違いのないよ

うに取り組んでいきたいと考えておりますので、よろしくお願いい

たします。 

 

田上部長から地域の皆様と相談しながら進めると回答していただ

きましたので、田村委員よろしいでしょうか。はい、細田委員お願

いいたします。 

 

久喜菖蒲公園は、確か月曜日を休みとしている施設があります。

これから整備する公園の開園時間は、何時から何時までとするお考

えでしょうか。参考にお聞きしたいと思います。 

 

事務局より回答をお願いいたします。 

 

県営の久喜菖蒲公園につきましては、園内の施設の定休日や、駐

車場の利用時間の制限がございます。こうした周辺の公園施設の供

用状況などを勘案いたしまして、今後において開園時間等の検討を

してまいりたいと考えております。 

 

よろしいでしょうか。ほかにありますか。善林委員どうぞ。 
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善林委員 

 

 

 

 

 

議長(高橋副会長) 

 

 

事務局(田辺係長) 

 

 

 

議長(高橋副会長) 

 

 

 

 

中村委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長(高橋副会長) 

 

 

 

事務局(田上部長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いろいろな形態の森が計画されていますが、これからお年寄りが

増えてくる中で、駐車場まで戻るときに、かなりの距離を歩かなけ

ればならないということもあると思いますので、高木の下などに長

椅子をできるだけ多く、景観を損なわない程度に設置していただけ

ればと思います。よろしくお願いします。 

 

はい、その件は以前に遠山会長からもご提案がありましたが、事

務局より回答をお願いいたします。 

 

これまでの検討委員会の会議におきまして、ベンチなどの休憩施

設は沢山必要であるというご意見をいただいておりますので、それ

を踏まえまして検討してまいりたいと考えております。 

 

ほかにございますか。無ければ、これで一応本日の議事は終了と

なるわけですが、これまでに発言なさっていない方は、できました

らせっかくの機会ですので、ご意見やご質問等がございましたら、

よろしくお願いします。はい、中村委員お願いいたします。 

 

本日は、遅くなりまして、大変すみませんでした。 

既に議論されておりましたら申し訳ありませんが、私が一番気に

なっているのはごみ処理施設の熱利用の関係です。具体的にどのよ

うな施設ができるのかという点が気になっていて、以前に温水プー

ルや、スパみたいな施設ができたらいいなという思いがありました

けれど、継続的に維持管理の費用が掛かる施設というのは、市の財

政負担が大きくなるわけですから、そういうことも考えながらうま

く熱処理ができる施設、そしてみんなが楽しめる施設ができたらい

いなと思います。 

 

この件に関しては、先ほど、かなり熱心に意見交換されまして、

事務局の方でも、有効的に熱利用を図っていきたいということで

す。念のため、事務局の方からお答え願えますか。 

 

熱利用の関係は、本日の会議の中で、中村委員がお見えになる少

し前にお話しをさせていただきました。そのようなことから、要点

を絞りまして説明させていただきいと思います。 

公園とごみ処理施設は、一体的な整備を考えておりますことか

ら、余熱を利用した施設、またこれまでいろいろなご意見等を頂戴

していた研修施設、レクチャールーム、展示施設など、いわゆる箱

物的なものは、ごみ処理施設の区域の中に整備をしていこうという

ことで、市の内部でも調整をしております。 

また、これまでの検討委員会の中で、調整池とごみ処理施設の間

は、ごみ処理施設が見えないように目隠しをして、周囲を樹木で

覆ってしまうというご意見をいただいておりましたが、レイアウト

案にお示ししましたとおり、ごみ処理施設側から公園が見渡せるよ

うに樹木を少なくしております。 

そのほか、余熱を利用した施設は、ごみ処理施設の区域の中に整

備する方向で検討しておりまして、足湯等の配置につきましても、

ごみ処理施設のレイアウトと併せて検討させていただければと考え
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中村委員 

 

議長(高橋副会長) 

 

黒須委員 

 

 

 

 

議長(高橋副会長) 

 

事務局(田辺係長) 

 

 

 

 

議長(高橋副会長) 

 

黒須委員 

 

議長(高橋副会長) 

 

中野委員 

 

 

 

議長(高橋副会長) 

 

 

事務局(田上部長) 

 

 

 

 

議長(高橋副会長) 

 

中野委員 

 

議長(高橋副会長) 

 

 

 

 

 

 

 

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございます。 

 

ほかにご質問等はございますか。黒須委員お願いいたします。 

 

設置する遊具についてですが、利用者の方に、何も間違いが起き

なければそれがいいことなのですけれど、万が一、間違いが起きて

しまったときは、100パーセント自己責任ということになるので

しょうか。 

 

事務局より説明をお願いします。 

 

遊具で遊ばれる方が、例えばケガをされたときに、速やかにどの

ように対応するかなど、様々な備えをしておく必要があると認識し

ておりますが、基本的には遊具は自己責任で遊んでいただくという

ことが原則になろうかと思っております。 

 

はい、黒須委員よろしいですか。 

 

はい、結構です。 

 

ほかにございますか。では、中野委員お願いいたします。 

 

熱利用の関係ですが、やはり入浴できるような施設が集客の柱に

できると思います。多くの方が、気分を変えたいときなどに、入浴

にお越しになると思います。 

 

熱利用する施設は、入浴施設が良いのではという具体的なご意見

ですけれども、事務局より回答をお願いいたします。 

 

余熱を利用する施設については、まだ具体的な内容までは決まっ

ておりません。今おっしゃられたような施設もひとつの選択肢とし

て、今後、具体的な内容を検討していくということになってこよう

かと思います。ご理解いただければと存じます。 

 

はい、中村委員よろしいですか。 

 

はい、ありがとうございます。 

 

ほかにありますでしょうか。よろしいですか。それでは、事務局

には、本日の検討結果を踏まえ、基本計画の原案をまとめてもら

い、次回の第６回検討委員会までに委員の皆様にお示しいただきた

いと思います。 

以上で、本日の議事を終了いたします。拙い進行で本当に申し訳

ありませんでしたが、ここで進行の役を解かさせていただきます。 

委員の皆様、長時間にわたりましてご協力ありがとうございまし

た。 
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事務局(堀口課長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局(田辺係長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局(堀口課長) 

 

 

議長(高橋副会長) 

 

 

 

 

 

 

 

４．その他 

 

 遠山会長、高橋副会長、委員の皆様、大変お疲れさまでした。 

続きまして、次第の４、「その他」でございます。本来であれ

ば、このタイミングで次回の検討委員会の会議の日程について、私

どもでご説明するところでございますが、本日、皆様に検討いただ

いた内容を基に、事務局で基本計画の原案をこの後策定することに

なります。次回は、この基本計画の原案について、皆様からご意見

をいただくことになりますが、文言等を整理していくための会議に

なるものと考えております。 

そのようなことから、委員の皆様には、次回の検討委員会までに

事務局で作成する基本計画の原案を、時間を掛けてご確認いただき

たいと考えておりますので、原案の書類を郵送させていただく際

に、改めて次回の日程についても調整させていただければと思いま

す。概ね、第６回検討委員会につきましては、来年の１月中旬頃と

私ども事務局では考えておりますので、なるべく早い段階で、皆様

にお示しできるように心掛けてまいります。 

私が今申し上げました基本計画の原案につきましても、概ね11月

末までにまとめ、皆様に郵送によりお示ししたいと考えております

ので、よろしくお願いします。 

私の方からは以上でございますが、事務局より何か追加で説明す

る事項はありますか。 

 

本日、第５回検討委員会の会議録の関係でございます。会議録に

つきましては、10月下旬までに事務局で作成いたしまして、委員の

皆様に郵送させていただきますので、これまでと同様に、内容をご

確認くださいますようお願いいたします。 

また、本日お配りいたしましたご案内ですが、「林学博士 本多

静六生誕150年展」が日比谷公園で現在開催されております。 

10月19日水曜日まで、博士に関連するいろいろなパネルなどが展

示されており、また映像も会場内で上映されているということです

ので、ご興味のある方は是非とも足を運んでいただければ幸いであ

ります。入場も無料となっておりますので、よろしくお願いいたし

ます。以上です。 

 

５．閉会 

 

続きまして、次第の５、「閉会」でございます。閉会についての

ご挨拶を高橋副会長にお願いしたいと思います。 

 

長時間にわたりまして、第５回検討委員会の会議、本当にお疲れ

さまでした。また、ご協力をいただきまして、本当にありがとうご

ざいました。それと、事務局の方々にも大変分かりやすい説明をし

ていただきまして、本当にありがとうございました。 

会議を１回増やすことになりましたが、第６回、第７回の検討委

員会も、実りのある会議にしたいと思いますので、何卒ご協力のほ

どよろしくお願いしたいと思います。 
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事務局(堀口課長) 

 

 

 

 

 

 

それでは、これをもちまして、閉会とさせていただきます。本当

にありがとうございました。お疲れさまでした。 

 

ありがとうございました。 

以上をもちまして、「第５回久喜市（仮称）本多静六記念 市民

の森・緑の公園整備検討委員会」を閉会とさせていただきます。 

委員の皆様、長時間にわたり大変お疲れさまでございました。あ

りがとうございました。 

 

 

 会議のてん末・概要に相違ないことを証明するためにここに署名する。(注) 

 平成２８年１１月 ４日 

 

      久喜市（仮称）本多静六記念 市民の森・緑の公園 

      整備検討委員会 会 長  遠山  益 

 

(注) 特に署名等を要しない審議会等については、事務局名を記入する。 


